
　今年 1 月 17 日に阪神･淡路地震(阪神大震災)が起

こった｡非常な大災害で被災者の方には大変なこと

になってお見舞い申し上げます｡一方,私はこの地震

について,正しい知識の欠如が事態を間違った方向に

導く例の一つと考えている｡今までもこのようなこ

とを何回か見聞してきたが,この機会に正しい知識の

普及が如何に大切か述べてみたい｡

　新聞報道によれば,神戸市は 9 年前に｢地域防災計

画｣の｢地震対策編｣を策定したが,震度 5(壁に割れ目

がはいり,煙突,石垣などが破損する程度)で被害を想

定し､対策を練ってきた｡それは｢神戸市に被害を与

えた有史以来の地震記録によると最大震度は 5｣とい

うのが根拠だったということである｡この根拠は河

角ﾏｯﾌﾟを引用したが,間違って解釈したものと思われ

る｡河角ﾏｯﾌﾟの値は正しくは｢有史以来｢約 1400 年

間)の地震記録に基づいて神戸市の地震動の強さの

頻度を求めると震度 5 の地震は 100 年間に 1 回は起

こる｣値である｡即ち｢100 年以上の期間を考えれば

震度 5 以上の地震はありうる｣とするものである｡

『有史以来の地震記録によると最大震度は 5』と『震

度 5 の地震は 100 年間に 1 回は起こる』とは全く内

容が異なる｡上述の根拠に至ったのは専門家が言っ

たためではなくて,恐らく神戸市役所の上層部が間違

った解釈をしたか,もしくは間違って聞いたためと考

えられる｡

　しかも｢地域防災計画,地震対策編｣の策定時に,地

震の専門家が｢神戸市は断層の巣であり, 直下型なら

震度 6(家屋の倒壊が 30%に達することがある程度)

がありうる｣と指摘したにもかかわらず,市当局は対

策に金がかかりすぎるとして震度 5 で被害を想定し

ていたとの新聞報道がある｡

市当局が,支出する費用の莫大さを考えて行政判断を

する事は当然としても,｢有史以来の地震記録による

と最大震度は 5｣と考えていなければ行政判断も変わ

っていたものと考えられる｡大地震の起こるのは仕

方がないとしても,地方公共団体の地震災害対策がも

っとしっかりしていれば災害はもっと小さくなって

いたであろう｡

　原子力の PA 活動も,分かりやすく説明するのは当

然であるが,間違いなく正しく説明する事が重要であ

る｡分かりやすく説明するためには,不正確な説明も

許されると言う人もいるがこれは問題である｡聴衆

に間違って解釈されたりすれば,上に述べたようにあ

とになってﾏｲﾅｽになって現れてくる｡原子力の PA 活

動は十分な知識を持った人が色々工夫して正しく,分

かりやすく,そして間違った解釈をされないように説

明することが大切である｡

　ＰＡ活動で正しい知識を
　　　－阪神・淡路地震に関連して－

　　　　　　　　　　　　　　　（財）放射線計測協会
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1.放射線照射の特徴

　材料,食品などの物体に放射線を照射すると,ｲｵﾝと

かﾗｼﾞｶﾙなどとよばれる化学反応のもとになる種(活

性種)ができる｡実は,熱や光や化学的方法でも同じよ

うな活性種ができるが,放射線の特徴は,何といって

も透過性にすぐれているために結晶のような固体の

中や,密封された物体中でも活性種をつくることがで

きるのだ｡また,低温凍結状態でも活性種を容易につ

くることができるのも,他の方法では簡単には真似が

できない｡

　放射線法の特徴の一つは照射効果を引き起こすた

めの基準となる線量と物体中の線量分布が正確に計

測できることである｡このことは加工あるいは処理

したい物体を所定の線量均一度で正確に照射するこ

とができるという利点を持つ｡

　実は,40 年以上前にγ線や電子線によって化学反

応を起こしたり,容易に殺菌することができるのがわ

かった時は,人々は放射線がほかの方法ではできない

特異な反応が起こることを期待し,世界中で沢山の研

究が行われた｡結局,特異な反応は見つからず,化学工

業を放射線で置きかえるのは夢に終わった｡従来の

方法でできるのであれば,何もｺｽﾄのかかる放射線法

を採用する必要もない｡ところが,上に述べたような

放射線法の特徴が活かせる分野では,次々と放射線を

利用した製品が世の中に登場してきた｡

2.生活を高度化する放射線利用製品

　家の中にあるﾃﾚﾋﾞなどの家電製品は昔と違って小

型化,高度化し,機内の配線･部品は高密度に配置され

ている｡このため,配線の薄肉化とそれに伴う耐熱性,

耐磨耗性などの要求がきびしくなり,このような目的

にﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆｰﾙ,ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝなどを電子線で架橋して強

化した細い電線が使用されている｡架橋とは高分子

材料を構成している長い分子を放射線照射によって

結びつけることで,これによって高分子材料を熱的に

も機械的にも強化することができる｡

　この高分子の架橋という現象を巧みに利用した放

射線加工製品に熱収縮性ﾁｭｰﾌﾞと発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸがあ

る｡

放射線を照射して架橋構造をもたせたﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝなど

のﾌｨﾙﾑは,溶融温度以上になるとｺﾞﾑ状になって容易

に延伸できる｡廷伸したまま冷却したﾌｨﾙﾑを再び加

熱すると収縮して延伸前のﾌｨﾙﾑの形状に戻る｡この

ような性質をもつﾌｨﾙﾑは熱収縮性ﾌｨﾙﾑと呼ばれ,ﾁｭｰ

ﾌﾞ状のものが家電製品の絶縁保護や,地中配管の接合

部の防食用などに使用されている｡

　放射線で適度に架橋したﾌﾟﾗｽﾁｯｸのｼｰﾄにあらかじ

め発泡剤を混ぜて,発泡剤の分解温度以上に加熱する

と窒素ｶﾞｽが発生する｡架橋されているので,ｶﾞｽは気

泡となってﾌﾟﾗｽﾁｯｸの中に閉じ込められ,ﾌﾟﾗｽﾁｯｸは膨

張して発泡体が出来る｡発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸは冷暖房機器･

配管･屋根等の断熱材,ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ材,建築･土木用目地材,

人工芝下地材などに使われているほか,家庭用の各種

ﾏｯﾄ,ｽﾎﾟｰﾂ用品(ｻｰﾌﾎﾞｰﾄﾞ,ﾋﾞｰﾄ板等),それに次に紹介

する自動車内装材など幅広い用途がある｡

　自動車にもいろいろな放射線利用製品が使われて

いる｡ﾗｼﾞｱﾙﾀｲﾔの製造工程では電子線で適度に強度

を上げたｺﾞﾑを使うことによって製品の安全性,信頼

性を高めている｡自動車の天井,ﾄﾞｱ,ﾀﾞｯｼｭﾎﾞｰﾄﾞなど

の内装材には発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸが使われ断熱性を高めて

いる｡また,高温で過酷な環境にあるｴﾝｼﾞﾝﾙｰﾑ等の車

内配線には架橋した耐熱性電線が使用されている｡

　畳のある家では畳替えは厄介なもので,昔は畳の上

においてある大型家具を移動するのは大変な作業だ

った｡しかし,最近は畳屋さんはすべすべした褐色の

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼｰﾄを持参し,その上に家具をのせて一人で動

かしてしまう｡ﾃﾄﾗﾌﾙｵﾛｴﾁﾚﾝ樹脂(PTFE)に放射線を

照射し,微粉末化してつくったｼｰﾄが摩擦係数が極め

て低いことを利用したものだ｡PTFE は放射線以外

には崩壊させる方法はなく,この微粉末は産業機材用

にも固定潤滑剤として使われている｡

　塗装,印刷,接着などの樹脂の硬化に低ｴﾈﾙｷﾞｰ電子

線が使われている｡自己遮蔽型で遮蔽施設を必要と

しないため,ﾄﾝﾈﾙ内装板等の塗装,磁気媒体の製造,ﾌﾟ

ﾗｽﾁｯｸｼｰﾄの印刷,ﾗﾐﾈｰﾄ鋼板の接着などに広く利用さ

れている｡

　ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ等の結晶性高分子に放射線を照射すると,

放射線の利用製品

　　　　　　　　　　　　　　（財）放射線照射振興協会

高崎事業所　所　長　田村　直幸



結晶中に生成されたﾗｼﾞｶﾙは比較的安定で,これを利

用して別のﾓﾉﾏｰをｸﾞﾗﾌﾄ(接ぎ木)させることにより,

元の高分子にない機能を付与させることができる｡

電池用隔膜などが実用化されている｡

3.健康と放射線利用製品

　人々の健康を保つ医療分野で使用されている製品

には放射線を利用したものが多い｡病院では,滅菌さ

れた注射器,縫合糸,人工腎臓など数々の使い捨て医

療用具や不織布製の手術用ｶﾞｳﾝなどが使われている｡

この滅菌には酸化ｴﾁﾚﾝｶﾞｽ,放射線などが使われてい

るが,放射線はすぐれた透過性を活かして,包装され

た最終製品のままで確実に内部まで滅菌でき,作業上

の安全性の問題もなく,ｸﾘｰﾝな滅菌法として今後欧米

のように主流の滅菌法となることが期待されてい

る｡

　食品を衛生的に処理するのにも,放射線は使われて

いる｡日本ではｼﾞｬｶﾞｲﾓの発芽抑制のための照射しか

許可,実用化されていないが,世界的には香辛料の殺

菌を始め,数多くの品目について許可,実用化されて

おり,香辛料の放射線殺菌を実用化している国は現在

13 ｹ国に達している｡

4.生活に潤いを与える放射線利用製品

　前に挙げた低ｴﾈﾙｷﾞｰ電子線による塗装の面白い例

として,ｱｰﾄﾀｲﾙと呼ばれる装飾性にすぐれた建屋内装

壁材がある｡これは,石膏をｶﾞﾗｽ繊維で補強したﾀｲﾙに

塗装を施すもので,紫外線など他法では困難な浮き彫

りのあるﾀｲﾙの塗装や光沢のある美麗な仕上がりが

可能になった｡きれいな絵画やｲﾝﾃﾘｱ材として次第に

普及している｡

　放射線照射によって美しい装飾品を作る利用分野

がある｡ｶﾞﾗｽや水晶に放射線を照射すると,組成によ

って青色や黄色などきれいに着色する｡真珠も放射

線によって色が変わる｡美しいということで,花瓶な

どのｶﾞﾗｽ製品は家庭用や記念品として使われ,照射水

晶や照射真珠がﾌﾞﾛｰﾁやｲﾔﾘﾝｸﾞやｶﾌｽﾎﾞﾀﾝなどの装飾

品に利用されている｡

　絵画や彫刻などの文化財保存に放射線照射した材

料が利用されている｡絹で裏打ちされた絹本絵画で

は劣化した絹の修復に照射によって老化した絹が,ま

た木彫の修復にやはり照射で老化した檜材が利用さ

れている｡劣化が利用できるというのは興味深い｡

5.使用される放射線の種類とこれから

　加工処理に使われる放射線には 60Coからのγ線と

電子加速器からの電子線がある(一部に制動放射Ⅹ

線)｡今まで紹介してきた放射線の利用製品について

必要とする線量域と使用放射線の種類を表に示した｡

電子線はγ線よりも透過力に劣るが,電子加速器の方

が出力あたりのｺｽﾄが安い｡従って,厚さの薄いもので

大線量の照射を必要とするものは電子線によるもの

が有利といえる｡

　γ線,電子線が物質に照射されて起こる現象,特徴

は長年の研究でほぼわかっているといってよい｡あ

とは,製品というﾆｰｽﾞといかに結びつけるかが放射線

照射利用の拡大にかかっている｡また,最近,半導体の

ｲｵﾝ注入などですでに実用化されているｲｵﾝﾋﾞｰﾑを利

用する研究が,原研をはじめ方々の研究機関で行われ

ている｡何年か後には放射線の利用製品の紹介の内

容ががらりと変わることを期待したい｡



　私が放射線計測協会の主催する原子力教養講座を

受講したのは,昨年の 7 月中旬のことであり,現在所

属する原子力安全ｼｽﾃﾑ研究所･社会ｼｽﾃﾑ研究所に籍

を置くようになってからわずか 1 ｶ月しか経過して

いない頃であった｡この研究所は,人文社会科学ない

しは人間行動科学の立場から原子力発電の安全性や

信頼性の問題を研究することを目的として,1992 年

3 月に設立された｡原子力発電は,加速度的な発展を

遂げて至った現代の技術文明を代表する大規模高度

技術ｼｽﾃﾑであるが,その安全性をめぐり社会に大きな

波紋を投げかけていることは周知の事実である｡こ

れは,原子力発電における人々の安全行動,また,大き

な利得とともに巨大なﾘｽｸをはらむ原子力に対する

一般市民の認識といったことにかかわるものである｡

このような問題は,著しく発展する自然科学や技術と,

人間の社会に関する科学との間に存在する大きな不

均衡に起因すると考えられる｡そこで,原子力発電の

ような精密大規模ｼｽﾃﾑの安全性および信頼性の問題

に対し,技術的な側面からだけではなく,人間科学的

な視野からｱﾌﾟﾛｰﾁする必要があるわけである｡

　このような見解に基づいて設立された当研究所は,

他にはあまり例のないﾕﾆｰｸな存在であるが,それだけ

に研究の進め方も独自に開拓する必要がある｡とり

わけ,私のような大学を卒業してまだ間もない者にと

っては,社会的な経験もほとんどなく,研究所に所属

するようになったばかりの当初はとくに,雲をつかむ

ような印象であった｡大学では心理学を専攻してい

たので,当然,原子力や放射線に関する知識は皆無に

等しかったわけであるが,そのときにこの原子力教養

講座を受講したのである｡

この講座は,原子力に関係する政府および地方自治体

の職員,原子力事業所の事務系職員,原子力施設周辺

の住民などの方々を対象として,原子力,特に安全問

題を中心に理解を深めることが目的とされており,内

容は体系的かつ平易にわかりやすく構成されていた｡

原子力開発のあゆみにはじまり,原子力の説明や原子

炉施設の安全対策,核燃料物質の採掘から廃棄までの

流れ,放射線の説明と,包括的にまとめられた講義は

もちろんのこと,放射線の測定の実演や動燃の再処理

工場等の施設見学など,単なる知識の詰め込みではな

い,密度の濃い中身で,大変有意義なものであった｡

　研究所に戻った現在でも,ときどき講座のﾃｷｽﾄを読

み返すことがある｡専門的な内容まで 100%理解でき

たわけではないが,科学技術的なものとの接触のきっ

かけを与えられたことだけでも私にとっては進歩で

ある｡研究というものはとかく専門分野を限定し,狭

く深く掘り下げることが主体となるようで,特に人文

的なものと技術的なものは相容れないと思われがち

であるが,たまにはその垣根をとりはらい,互いに異

なる視点から一つの問題を考えることも大事なので

はないだろうか｡それが,自然科学と人間社会科学と

がうまく調和し,両者が車の両輪となって文明社会発

展の道を円滑に進んでいくことに寄与するように思

えてならない｡原子力教養講座を受講して,原子力や

放射線に関する知識だけではなく,こういった自覚を

身につけることができたということは,私自身にとっ

てたいへん大きな収穫であった｡

「原子力教養講座を受講して」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原子力安全システム研究所

社会システム研究所　丸山　直子



　原子力施設及び放射線作業施設では作業者の放射

線防護,環境への放出量把握等のために,各種ﾓﾆﾀを使

用して放射線及び放射能の量を連続的に測定してい

る｡これらのﾓﾆﾀは,形状,使用目的が多様なため,用途

に応じた校正を適宜行うことにより測定結果の信頼

性を確保することが必要である｡

　当協会では,日本原子力研究所(原研)の標準校正施

設を使用して各種ﾓﾆﾀの校正を行っている｡

　ここでは,放出放射能管理に用いられる代表的ﾓﾆﾀ

として,空気及び水中の放射能濃度を連続的に測定す

る通気型ｶﾞｽﾓﾆﾀとγ線検出型水ﾓﾆﾀの非密封線源を

用いた校正試験について紹介する｡

1.通気型ｶﾞｽﾓﾆﾀの校正試験

　校正用ｶﾞｽﾙｰﾌﾟを,図 1 に示す｡

　ｶﾞｽﾓﾆﾀの校正は,基準電離箱を用いて校正用ｶﾞｽﾙｰ

ﾌﾟ内(図中の太線部分)の放射能濃度を決定し,試験器

の出力に対する濃度換算係数を求める方法で行って

いる｡1)

　校正可能な核種及び放射能濃度等は,表 1 に示すと

おりである｡最大放射能濃度については,1 日最大使

用量が核種毎に異なるため,内容積 10l のｶﾞｽﾓﾆﾀを

85Kr で校正する場合,103Bq/cm3の濃度まで校正可能

である｡

　これらの核種のうち,比較的半減期の短い 41Ar,
135Ⅹe 及び 133Ⅹe は,純度 99%以上の安定同位体(
134Ⅹe,132Ⅹe)を原研･東海の研究炉で照射･製造して

使用する｡これまで,133Ⅹe は国外から購入しており,

線源入手に 1～3 ｹ月を要していたが,この方法により

炉が運転中であれば 1 ｹ月以内で準備できる｡しか

も,RI 購入の場合の約 1/3 の費用で製造できる｡

　また,3H 及び 14C の化学形は,検出器の壁面等への

吸着が少ない,それぞれの核種で標識された CH4 を

使用している｡

　校正手順は,ﾙｰﾌﾟ内のﾘｰｸ及びﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞを確認後,

放射性ｶﾞｽを注入口から導入し,循環ﾎﾟﾝﾌﾟで攪拌する｡

ﾙｰﾌﾟ内の放射能濃度は,基準電離箱に接続した電位計

で監視し,濃度が一定になった後,循環ﾎﾟﾝﾌﾟを止めて

試験器の指示を読み濃度換算係数を求める｡なお,ﾙｰ

ﾌﾟ内のｷｬﾘｱｶﾞｽは,乾燥空気である｡

　校正用ﾙｰﾌﾟとの接続は,1/4 ｲﾝﾁのｽｳｪｰｼﾞﾛｯｸで行っ

ているので,試験器には同形状のｺﾈｸﾀを取り付ける必

要がある｡

2.γ線検出型水ﾓﾆﾀの校正試験

　水ﾓﾆﾀには,採水方式と浸漬方式がある｡いずれの場

合でも,日本ｱｲｿﾄｰﾌﾟ協会から購入した基準放射能溶

液を希釈して試料溶液を調整し,ﾓﾆﾀのｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ容器

の水準まで満たした時の指示値を用いて濃度換算係

数を求める方法で校正を行っている｡校正対象核種

は,51Cr,137Cs,60Co の他,化学的に安定で基準放射能溶

液が市販されている核種であれば実施可能である｡

　試料溶液には,容器壁面への吸着を防ぐために,必

要に応じて酸や担体を加えている｡通常 ,酸は

0.1mol/l の塩酸又は硝酸を,担体濃度はそれぞれの元

素毎に数 10mg/l で調整している｡校正に係る最大放

射能濃度は,ｶﾞｽﾓﾆﾀの場合と同様に核種及びｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

容器の容積によって決定される｡

　ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ容器が小型の場合には,遮蔽の有無で散乱

線の影響が異なるので,ﾓﾆﾀの設置状状に合わせた遮

蔽をして校正するのがよい｡

　以上,ｶﾞｽﾓﾆﾀ及び水ﾓﾆﾀの校正について簡単に記し

た｡ﾓﾆﾀ設置後における機器の維持管理のため,校正に

際しては,計測部も含めて校正を行い,点検等に使用

する線源の測定も合わせて行うことをお薦めする｡

　試験機器の管理区域からの搬出時には,汚染がある

と搬出できなくなる可能性があるので,特にﾓﾆﾀ容器

の材質,構造等には充分な注意が必要である｡

　当協会にﾓﾆﾀの校正を依頼する場合には,日程調整

の都合上,遅くとも実施 2 ｹ月前には核種,台数,容器の

放射性ガスモニタ及び水モニタの校正試験

（財）放射線計測協会　本多　哲太郎



大きさ,放射能濃度及び搬入物品等についての確認が

必要である｡

表１　ガスモニタの校正条件

注)最大放射能濃度は,核種及びｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ容器の大き

さによっては 103Bq/cm3まで校正可能である。

<参考文献>

1) 吉 田 真 , 呉 幼 陽 , 大 井 義 弘 , 千 田 徹 :

RADIOISOTOPES,42,452-460(1993)

核種 3H,14C,41Ar,85Kr,133Xe,135Xe
放射能濃度 0.5 ～ 30Bq/cm3

測定点数 上記濃度内の 3 点

総合誤差 濃度換算係数に対して　±10%以内



　9 電力(株),日本原子力発電(株),富士電機(株),松下

電器産業(株),及び協力機関として(財)放射線計測協

会が一体となって平成 4 年度から進めてきた電子式

個人線量計の開発がこのたび完了したので,その概要

とその管理･運用面の考え方等について簡単に紹介

したい｡

　本電子式個人線量計は,基本個人線量計として線種

別(Ⅹ･γ線,β線,中性子線)に線量当量が測定でき,深

部別(1cm･3mm･70μm)線量当量の評価が可能であ

る｡その特徴として,月間線量当量評価,立入毎･日毎

の線量当量集計,作業管理としての機能を一元化し,

既存の個人警報線量計よりも小型･軽量化を図るこ

とを基本設計目標として開発した｡また,線量当量ﾃﾞｰ

ﾀの受け渡しを迅速に行うため無線方式によるﾃﾞｰﾀ

伝送機能を付加した｡これらの機能の他に,作業時間

や線量当量に関する警報の発報並びにﾄﾚﾝﾄﾞﾃﾞｰﾀの

記憶･読み出し機能を有しており,作業内容と被ばく

線量との関係がより適確に把握できるようになった｡

基本個人線量計の要件を備えるには,測定精度等の基

本性能だけでなく,故障を起こさない高い信頼性が必

要であることから,構成電子部品の集積化･高性能化

による接続点の削減,高性能電池の採用,ｽｲｯﾁ類の削

減等を図った｡

信頼性実証試験において,JIS 規格に定められた試験

内容の他に原子力発電所での各種環境条件を想定し

て落下,外部ﾉｲｽﾞ耐力性等の試験を追加し,開発した

個人線量計の信頼性を実証した｡

　実用に供するに当たって,ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨの確保は極め

て重要な要件であることから,製品及び管理･運用面

の品質保証,定期的な点検･校正については基本的に

は既存の個人線量計の場合と同様の考え方で対応す

ることとした｡また,電子式個人線量計はﾌｨﾙﾑﾊﾞｯｼﾞの

ように線量算定までに現像,測定等の人的操作の工程

を含まないが,線量計の着用者自身が手を加えてﾃﾞｰﾀ

が変更される等の人的操作が容易に行えないような

工夫を行っている｡また,社会的信頼性を得るための

一手段として第三者機関(例えば新計量法に基ずくﾄ

ﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ制度での認定事業所)とのｸﾛｽﾁｪｯｸのあり方

についても検討した｡

　近年わが国においても外国で開発された電子式個

人線量計が基本線量計として使用されようとしてい

る試みがあり,新たに国産の電子式個人線量計が採用

されて,作業線量を作業環境とﾘﾝｸさせることによっ

て線量低減情報が得られ,放射線作業従事者の一層の

線量低減化につながるものと期待される｡

電子式個人線量計の開発について

（財）放射線計測協会　技術開発室長　池沢　芳夫



●当協会では下記 3 つの研修講座を定期的に実施し

ています｡

1.放射線管理入門講座(受講料:55,620 円)

　放射線管理業務に必要な入門的知識を習得しよう

とする方を対象とし,特に実習を通じて放射線管理の

実際が体得できるｶﾘｷｭﾗﾑになっています｡

2.放射線管理･計測講座(受講料:57,680 円)

　放射線管理業務に数年の経験のある方,または同程

度の知識,理解力を有する方を対象とし,特に実習で

は各種の放射線測定器を使用して確実な知識と技術

が体得できます｡

3.原子力教養講座(受講料:53,560 円)

　　原子力関連職場の事務系の方を対象とし,原子炉

から廃棄物処理までの原子力全般を判り易く解説し

た内容であり,放射線測定の実演や施設見学もありま

す｡

　以上の 3 講座について,平成 7 年度の開催日程は,

次表のとおりです｡

講　座　名 日　　程

放射線管理入門講座

第 26 回

第 27 回

第 28 回

平成 7 年

4.17(月)～4.21(金)
8.21(月)～8.25(金)

11.13(月)～11.17(金)
放射線管理・計測講座

第 52 回

第 53 回

第 54 回

第 55 回

平成 7 年

7.17(月)～7.21(金)
9.25(月)～9.29(金)

12.11(月)～12.15(金)
平成 8 年

2.19(月)～2.23(金)
原子力教養講座

第 23 回

第 24 回

平成 7 年

5.8(月)～5.12(金)
10.16(月)～10.20(金)

●また,上記定期講座のほか,放射線業務従事者の教

育訓練,放射線取扱主任者資格受験のための出張講座

等も実施します｡

　なお,詳細な講座内容等を知りたい方は ,研修部

(TEL029-282-5546)へご連絡下さい｡

　　人事往来(課長代理以上)

1.退　任(平成 7 年 3 月 23 日付)

　高橋　裕幸　理事

2.選　任(平成 7 年 3 月 24 日付)

　玉澤　武之　理事

3.委　嘱(平成 7 年 4 月 1 日から

　織田　暢夫　　　　　　平成 9 年 3 月 31 日)

4.退　職(平成 7 年 3 月 31 日付)

  天野　良雄　総務部総務課長(原研へ復職)

5.採　用(平成 7 年 4 月 1 日付)

　黒羽根弘一　総務部次長経理課長

　　　　　(平成 7 年 4 月 2 日付)

　堀木欧一郎　協会付調査役(原研へ派遣)

　大谷　　暁　　　〃　　　(　　〃　　)

　守谷　　孝　　　〃　　　(　　〃　　)

6.異　動(平成 7 年 4 月 1 日付)

　閑矢　多市　総務部次長総務課長

研修講座のご案内



1.概　要

　わが国における原子力開発利用長期計画は,原子力

を巡る国内外の時代環境が大きく変化したことを踏

まえ,平成6年6月に改訂された計画では,原子力をわ

が国のｴﾈﾙｷﾞｰ供給構造を堅固なものにするための基

軸ｴﾈﾙｷﾞｰとして位置づけ,その安全性,信頼性,経済性

等の質の向上を重視して開発を進めていくこととし

ている｡また,原子力開発利用を円滑に進めるために

は,国民の理解と協力を得ることが極めて重要であり,

原子力の必要性および安全性に関する正確な知識･

情報等の普及が必要であるとしている｡

　当協会は,このような社会的動向をふまえて,放射

線計測等に係るより信頼性の高い技術の提供を目指

すとともに,技術者の養成訓練,放射線知識の普及活

動等を通じて国民の原子力に対する理解に資するべ

く努力する｡

　平成 7 年度は,放射線測定器の校正に係わる認定事

業者の認定が予定されるため,その基礎,基盤の充実

に努める｡また,事業拡大の一貫として作業環境測定

機関としての登録申請を行い,関連業務の受託を行う

とともに,事業を円滑かつ効率的に実施するため業務

の合理化等を一層進める｡

　次の事業について前年度に引き続き積極的に推進

する｡

① 放射線測定器の点検･校正,基準照射および

　特性試験

②放射線(能)測定および放射化分析

③施設等の放射線管理

④放射線管理技術者等の研修

⑤放射線計測技術の調査および試験研究

⑥公衆に対する放射線関連知識の普及

⑦成果の普及および学界,産業界との交流

　　　　　◆　お知らせ　◆

平成 7 年度放射線取扱主任者試験が下記要領により

施行されますので,お知らせいたします｡

　試験の日程:第 1 種放射線取扱主任者試験

　　　　　　　　平成 7 年 8 月 23 日,24 日

　　　　　　第 2 種(一般)放射線取扱主任者

             試験

　　　　　　　　平成 7 年 8 月 25 日

　試験地:青山学院大学(東京)他 4 ｶ所

　申込期間:平成 7 年 5 月 10 日～6 月 30 日

詳細については(財)原子力安全技術ｾﾝﾀｰ

　　　　　　　　　　安全業務部

　　　　　　(TEL　03･3814･7480)

へお問い合せ下さい｡

編集後記

　この 3月 6日前後は啓ちつの日であった｡この意味

を聞いたことはあったが,辞典を引いてみたら｢けい

虫,すなわち冬ごもりの虫がはい出る意｣と解説され

ていた｡それでは虫を主として食べている野鳥にと

っては,啓ちつの日が来るまでの餌をどうしているの

だろうか｡

　野鳥が,餌不足の季節になると,自宅の窓のすぐ近

くに籠を置き,それに残飯や少しいたみだした果物を

置くと,雀,目白,鶯,つぐみ等々の小鳥がやって来る｡

そんなことを何年かしているうちに,警戒心の強い野

鳥でも,だんだん馴れてきて,近ずいてもほとんどお

びえないようになった｡

野鳥にとっては,巣造りの始まるまで,冬場の餌探し

には大変苦労しているらしい｡　　(H.Y)
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